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第１６回秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会 

令和元年１０月１１日 

 資料１ 

令和元年度の主な取組について 

 

１  これまでの主な事業  

(1) エイジフレンドリーパートナーづくり推進事業 

ア エイジフレンドリーパートナーＰＲポスター作成 

事業について広く市民に周知するとともに、パート 

ナー数の増加を図るためＰＲポスターを 400 枚作成。 

パートナー事業者に配布するほか、駅周辺、市庁舎、 

図書館などの公共エリア等に掲示し、市民や事業者に 

向けた周知活動を行う。 

 

イ エイジフレンドリーパートナー 株式会社ＡＬＬ－Ａ※１との連携 

平成 31 年４月１日、(株)秋田ケーブルテレビ、(株)秋田魁新報社および(株)

秋田銀行の３社の出資により設立されたコンサルティング会社。 

高齢者の社会参加の促進や、リビングラボ※２を通じた高齢社会における課題を

解決する事業を展開しており、本市のほか、東京大学高齢社会総合研究機構（東

大ＩＯＧ）や秋田大学高齢者医療先端研究センターと連携し、エイジフレンドリ

ーシティの実現を目指している。 

現在、高齢者の居場所づくりに対する生活支援コーディネーター※３との連携

や、エイジフレンドリーパートナー事業者とのリビングラボの開催など、今後の

展開に向けて協議中である。 

   ※１「Ａｇｅｆｒｉｅｎｄｌｙ
エ イ ジ フ レ ン ド リ ー

 ＬｉｖｉｎｇＬａｂ
リ ビ ン グ ラ ボ

 Ａｋｉｔａ」の略 

※２ 市民（主に高齢者）、企業、大学、行政等の関係者が暮らしを豊かにするため  

の製品やサービスを生み出し、より良いものにしていくために共創する場 

※３ 介護予防・生活支援サービスの担い手の養成・発掘等の地域資源の開発、サー 

ビス提供主体間の連携体制づくりなどを行う。秋田市では、平成30年（2018年） 

４月から市内１８箇所全ての地域包括支援センターに配置されている。 

 

ウ 秋田市エイジフレンドリーパートナー研修会の開催 

     日 時 令和元年 10 月８日（火）14 時～16 時半 

      会 場 秋田市役所 ５階 正庁 

      内 容  第１部 講演 「シニア活躍に向けて～ 

雇用への理解と人材活用について」 

講師 株式会社リクルートジョブズ   

ジョブズリサーチセンター センター長 宇佐川 邦子氏 
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              第２部 エイジフレンドリーパートナーの取組発表および交流会 

          取組紹介事業者 伊藤工業株式会社 営業副部長 柴田 康貴氏 

                株式会社こすもす秋田 企画部終活課 菅澤 貴子氏 

参加者 ８８名（事前申込者数） 

 

 (2) エイジフレンドリーシティ普及啓発事業 

    ア うちわ作製 

     昨年度に引き続き、エイジフレンドリー竿燈と連動して周知効果を高めるため、

エイジフレンドリーパートナーの広告入りうちわを 5,000 本作製。広告の掲載を

希望する事業者を募集し、申し込みを頂いた 49 社の事業者名を掲載した。 

  また、平成 29 年度に作成したエイジフレンドリー竿燈のうち破損した提灯の修

繕（大若 16 個、小若 10 個）も行った。 

   

 

 

 

 

 

 

【主な配布先】 

   幅広く市民に使用していただくために、以下のイベントや施設等で配布 

・シニア映画祭（７月分） 

・竿燈まつり（８月３日～６日）期間中、市役所昼竿燈や市民パレードにて配布 

    ・土崎港曳山祭り（７月 20 日・21 日）期間中、土崎みなと歴史伝承館や北部 

    市民サービスセンター等へ設置 

・パートナー事業者、市役所の総合案内および各窓口 

 

イ シニア映画祭の開催 

     ７月および９月の毎週火曜日（第５週を除く）の午前、午後の２回開催（計 

16 回）。 

チケット料金は、コインバス資格証明書提示の方および障がい者手帳（６５歳

以上の秋田市民）提示の方は 500 円、その他の方は 800 円とした。 

また、上映前の待ち時間を利用した 10 分間のミニ講座を開催し、エイジフレン

ドリーパートナーであるジョイリハ秋田による肩こり・腰痛予防体操講座や、大

塚製薬株式会社による熱中症予防対策講座、消防本部による火災予防講座等を行

った。 
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〈上映前のミニ講座の様子〉 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

【アンケート結果から】 

 来場者の３割以上がバスを利用しており、コインバスの利用促進につながっている。 

また、６割以上が広報あきたを見ての来場となっている。ミニ講座についても概ね好

評であり、ジョイリハ秋田による肩こり・腰痛予防体操では、「実際に体を動かして

とても良かった」、「毎日の生活に取り入れられる健康体操はとても良い」との声を

頂いた。  

上映作品についても、ほぼ全ての作品で「とてもよい」＋「まあまあよい」が８割

を越え、満足度が高かった。「終わった人」では、「今後の自分のあり方について考

える良い機会となった」などの感想があった。 

 

(3) エイジフレンドリーシティ推進事業 

  昨年度、世界保健機関（ＷＨＯ）のエイジフレンドリーシティグローバルネットワー

クに参加している世界 833 都市・地域の中から、先進的な取組をしている 11 都市として

選出されて以来、国内だけではなく海外からの注目が集まっており、以下のとおり、国

内外から本市の取組について視察の依頼があり対応を行った。 

【主な視察対応先】 

視察日 訪問者 

５月 21 日 韓国の漢陽（ハニャン）大学教授 ２名 

５月 27 日／７月 10 日・11 日 台湾フリーライター姚巧梅（ヨウコウバイ）氏 

８月 26 日・27 日 三井業際研究所  

超高齢社会対応技術調査研究委員会 15 名 

 上映作品(7 月)   上映作品(9 月) 

2 日 終わった人  3 日 妻よ薔薇のように 家族はつらいよⅢ 

9 日 息子  10 日 陽はまた昇る 

16 日 伊豆の踊子  17 日 花のあと 

23 日 日日是好日  24 日 北の桜守 

秋田市消防本部による火災予防

講座（9 月 3 日） 

ジョイリハ秋田による肩こり

・腰痛予防体操講座（7 月 9 日） 

大塚製薬(株)による熱中症予防 

対策講座（7 月 16 日） 
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【視察内容】  

  本市におけるこれまでの取組について説明したほか、姚氏には、外旭川地区にある

住民主体の居場所（サロン）「十日会」の活動を紹介。また、秋田大学や民間事業者

（横手精巧（株）、(株)ＡＬＬーＡ）の取組について視察を行った。 

三井業際研究所には、(株)ＡＬＬ－Ａのほか、高齢者が活躍している場として、久

保田城址歴史案内ボランティアの会の活動を紹介した。 

  今後、日本における超高齢社会の実情に関する本が台湾の出版社より出版されるほ

か、三井業際研究所においても報告書がまとめられる予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  今後の予定  

 (1) エイジフレンドリーシティカレッジの開催 

   日時 令和元年 11 月 12 日（火）19 時～20 時半 

   会場 にぎわい交流館 AU ２階 展示ホール 

   講師 株式会社グランドレベル代表取締役社長  

田中 元子氏 

    演題 「１階づくりはまちづくり 

～地方都市におけるグランドレベルのつくり方～」 

 

  (2) 冊子「暮らしに役立つサービス」の発行 

   令和２年２月末に 20,000 部発行予定 

    

  (3) エイジフレンドリーシティ推進戦略づくり地区別ワークショップの開催 

   昨年度中央地区において開催したワークショップを西地区（勝平・新屋）におい

て開催予定 

 

 (4) エイジフレンドリーシティ通信の全戸配布 

   令和２年３月配布予定 

 

 

姚氏による「十日会」の視察 

（７月 10 日） 

姚氏による秋田大学水戸部教

授研究室の視察（７月 11 日） 

三井業際研究所によるボラン

ティア活動の視察（８月 26 日） 

田中 元子氏 


